
　平成１６年１２月に「犯罪被害者等基本法」（平
成１６年法律第１６１号）が制定されて１０年余り
が経過しました。同法を受け、全国の地方公共団体
でも、犯罪被害者等支援条例が制定されています。
　しかしながら、犯罪被害者を取り巻く環境は経済
的にも精神的にも依然として厳しいものがあり、当
事者は、自ら直面する様々な問題について改善を求
める切実な声を上げています。犯罪被害者に対する
支援はまだまだ不十分な状況にあり、決して終わっ
たわけではありません。
　犯罪被害者は、私達の隣人です。誰もが犯罪被害
者になり得る今、犯罪被害者の声を届ける集会を開
催します。

平成２９年５月２３日日時

12：00～13：30
場所

主催 犯罪被害者の声を国会に届ける会 　
連絡先：０７０－５２６０－５７０２
　　　　 innaisyukai@gmail.com（担当：泉）

　　　

・土師　守 氏（神戸連続児童殺傷事件ご遺族）
・岡村　勲 氏（あすの会顧問）
・鴻巣 たか子 氏（被害者が創る条例研究会世話人）
・諸澤 英道 氏（常磐大学元学長・世界被害者学会理事）
・後藤 啓二 氏（あすの会副代表幹事・弁護士）など

発言予定者

１．開会あいさつ
２．犯罪被害者の現状
　(1)　土師 守 氏の想い
　(2)　当事者の声
３．支援者・支援団体の意見 
４．国・自治体の動向
５．閉会あいさつ
　　※国会議員からの発言は適宜

式次第（案）
趣旨

火
参加無料

国会に届ける院内集会
犯罪被害者の声を

案

参議院 議員会館地下１階Ｂ１０３会議室



平成９年（1997 年）５月 24 日、小学校５年生の次男（当
時 11 歳）が、中学生（当時 14 歳）に殺害される。当
時のメディアによる過熱報道でも、二次的被害を受け
る。公益社団法人ひょうご被害者支援センター監事、自助グループ「六甲友の会」
世話人も務めるなど、犯罪被害者等支援活動に取り組んでいる。神戸市在住。

土師　守 全国犯罪被害者の会「あすの会」幹事
（神戸連続児童殺傷事件ご遺族）

５月 23日（火）、午前 11時 30 分から参議院
議員会館１階入口で、入館証をお渡しします。

は 　せ

参議院議員会館地下１階  Ｂ１０３会議室（東京都千代田区永田町２－１－１）

まもる

発言予定者プロフィール

参加方法・会場アクセス

事前申し込み

不要

【会場地図】
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衆議院
第二別館

丸ノ内線、千代田線
国会議事堂前駅
１番出口

有楽町線、半蔵門線、
南北線永田町駅
１番出口

＜最寄駅＞
・地下鉄有楽町線・半蔵門線・南北線「永田町駅」１番出口よりすぐ
・地下鉄丸ノ内線・千代田線「国会議事堂前駅」１番出口より徒歩５分


